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出口を法線方向として、外側血液流路の縦幅を 5 mm 間隔、直径を 4 mm 間隔としたモデ
ルを作成し、外部灌流膜型人工肺モデル性能を定量的に評価して、血液流動が最適となる
縦幅および直径を決定している。さらに、ウェット実験で有効性が示された出口位置を法






ス交換に必要な積層数は 28 であることを明らかにしている。 
以上より、実測とシミュレーション解析を組み合わせた独自の手法で膜型人工肺の設計
を最適化し、膜型人工肺の出口位置を人工肺断面のコアを中心に法線方向にとり、外側血
































































よび阻止率を算出している。最多孔径 1.5 nm 以下の透析膜でストークス半径 1.0～1.5 nm
間の溶質の分画性が見られ、これより孔径分布の分散を変化させることで溶質の大きさに
より膜モデル透過の可否を制御できたことを示している。また、低分子量物質の除去に適
した膜内部構造は、分散が 0.2、最多孔径が 1.75±0.25 nm の孔径分布、中分子量物質除去














2012 年 1 月  
審査員 （主査） 早稲田大学 教授 工学博士（早稲田大学） 酒井清孝 
 早稲田大学 教授 工学博士（早稲田大学） 平沢 泉 
 早稲田大学 准教授 博士(工学)（東京大学） 武田直也 
 
